
〇いちご塾・なす塾

研修調整：ＪＡ

（研修全般の運営）

実習：生産部会、ＪＡ

（農家ほ場・ＪＡ研修施設）

講義：県普及課・経済連

（座学・視察等）

就農準備：県・市町・ＪＡ

（農地確保・施設確保等）

農業基礎：県農業大学校

（農業全般基礎・仲間づくり）

愛知県岡崎市

研修体制及び研修農場整備による新規就農者確保・育成

サポート体制構築事業の取組事例 ＪＡあいち三河（愛知県）

＜取組主体名＞
取組主体名と道府県名を記載。
取組主体が市町村の場合は、
○○県○○市と記載。

強調したい箇所は太字や下線を引いてください。ただし、文字の大きさ（ポイント）やフォントは変更しないでください。
農林水産省のホームページ等で公表しますので、公表を前提に作成してください。

○ＪＡあいち三河管内の主要品目である「いちご・なす」の産地規模が縮小傾向となっていた。
○令和元年よりいちご塾・令和４年よりなす塾を開講し、新規就農者確保・育成に取り組む
○サポート体制構築事業を活用し、研修体制の拡充及び研修用施設整備に取り組む
〇事業活用により令和７年度までに新規就農者２３名（いちご１８名・なす５名）を確保し、

産地規模の維持・拡大を達成

＜位置図＞
地図を貼り付けて、所在地や
エリアを記載。
(３ページ目の白地図を使用)

＜サポート体制＞
図でも、文字でもどちらで
も可。組織名だけでなく、
役割分担も記載。

新規就農者や研修生の声

【位置図】

取組前 取組内容 取組後(成果) 【サポート体制】

必要に応じ、写真や
図表、グラフなど
（ｷｬﾌﾟｼｮﾝを入れる）

○高齢化・後継者不足により
産地規模縮小が進む。

○新規就農者は技術不足によ
り、経営が安定せず離農さ
れる方も見られた。

○地域に上手く溶け込めず、
孤立してしまう就農者も見
られた。

○R４年度は、新規就農者向け
のなす塾を創設し、支援体
制を確立。研修会議室及び
作業倉庫を整備。

○R５年度は、いちご塾の研修
農場(38ａ)の整備及び就農
相談体制の整備を行った。

〇研修農場では環境モニタリ
ングシステムを活用し、感
ではなく数値で栽培を理解
出来るよう研修を行った。

必要に応じ、写真や
図表、グラフなど
（ｷｬﾌﾟｼｮﾝを入れる）

必要に応じ、
写真や図表、
グラフなど
（ｷｬﾌﾟｼｮﾝを
入れる）

○研修制度により既存農家や地域との関係性が築きやすくなった。
○研修農場で自ら実践的な栽培を行うことにより、就農後の予行練習とな

り大きな自信となった。

【問合せ先】ＪＡあいち三河（営農企画課）
TEL：０５６４－５５－２９９４
E-mail：einoukikaku★ja-aichimikawa.or.jp（★を＠に変える）

HP: https://www.ja-aichimikawa.or.jp/

サポート体制構築事業 活用年度：令和４～５年度

○R4年度は、なす塾を開講
し３名の新規就農者を輩出
した。

○R5年度事業は、整備した
いちご研修農場を活用し
３名の新規就農者を受入、
実践的な研修を行った。

＜冒頭＞
取組のポイントを一行で記載
例えば、○○の○○で○○や○○を○○、
○○や○○による○○の○○、といった
形などで記載。

＜見出し＞
地域農業の概要や取組の概要（下段の取
組前、取組内容、取組後の要約）を記載。
品目は必ず記載。

＜取組前、取組内容、取組後＞
できる限り数字を用いて、定量的に記

載するようにしてください。

・取組前
取組の背景や課題、取組前の状況を記

載。

・取組内容
実施した事項の規模、回数、対象人数、

対象地域、実施期間等がわかるように記
載。
本事業を活用して複数年度で取り組ん

だ場合は、複数年度の取組を記載。
（複数年度同じ内容を記載にするのでは
なく、新たな取組を追加する形で記載す
るなど、バリエーションを付けた記載が
可能であればお願いします。）
また、本事業以外にも独自事業などに

よる取組や自走の新しい取組などがあれ
ば記載。

・取組後
取組の結果として生じた変化を記載。
就農者のデータは必ず記載（取組主体

のデータ）。
推移、増減、事前・事後の比較、人

数・件数や割合の変化等を記載。
年度毎に新たな取組を実践して成果を

上げた場合、自走した場合の成果などあ
れば記載。
また、あれば今後の展開方向も記載。

＜新規就農者や研修生の声＞

研修や相談サポート等を利用

した感想や利用の動機、就農

状況や研修受講状況の報告な

ど、前向きな声を記載。

＜事業 活用年度＞
本事業を活用した年度を記載。

＜問合せ先＞
本事例を見た方が連絡が取れ
るよう窓口などの連絡先を記
載。必要に応じてホームペー
ジなど記載。

※記載一例（グラフや表も可）
新規就農者数
過去3年平均(R1～R3）●人
→R5:●人,R6:●人,R7:●人
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H２５ R１ R7

生産者数 面積（a）

いちご 生産者数 面積

H25 83 1,859

R１ 68 1,605

いちご 生産者数 面積

R7 73 1,814

うち新規 18 315.3
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